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収穫期の有核「巨峰」 

発生状況の確認はもちろん、１本１本の樹の生育状況を観察するようにしています。樹勢が強す

ぎる樹は、抑えるように管理したり、日陰になって弱っている樹には、日光が十分当たるよう整

えるなど、樹の状態に合わせた管理を行っています。中根さんは、ブドウ狩り園の経営をプロ野

球に例えて、「自分やパートさんが監督やコーチで、新人選手や 20 年選手などのいろいろな樹の

状態を見極めて上手く実をつける。お客さんに樹の晴れ姿を見てもらいながら実を味わってもら

うのがブドウ狩り園だと思う。」と話してくれました。 

 

 

 

マルタ園では、現在、消費者の望む種なしブドウの栽培と労力

の省力化の実現が重要な課題となっています。消費者が種なしブ

ドウを好むため、無核化できる品種の栽培面積を増やしています

が、一方で種なしブドウを作るためには、ジベレリン処理や摘粒

に非常に手間がかかります。雇用労賃は年々増大しており、経費

の２割以上となってきています。さらに、摘粒には技術が必要で

あり、経験の有無が作業効率に大きく影響するため、経験豊富な

雇用の確保に毎年苦労しています。 

また、現在の主力品種である「巨峰」について、無核「巨峰」はジベレリン処理の影響で熟期

が早く、９月 10 日以降は食味が落ち、一方で有核「巨峰」は 10 月 10 日ごろまで販売できます

が、種があるため来園者に人気がないなど課題がありました。 

そこで、「巨峰」にかわる「黒系ブドウ」で、無核化と省力化を両立できる主力品種を探して、

情報収集に努め、昨年から新品種の試作を始めました。「この品種が消費者に受け入れられれば、

雇用の問題も解決できる」と、新品種に大きな期待を寄せています。 

 

 

 

「駒立ぶどう狩り組合」では、現在、マルタ園を含め７戸が

組合に所属し、上述のような新品種の導入検討など栽培に関す

る取組のほか、様々な集客活動を協力して行っています。これ

までの組合の努力により、個々の経営は安定しており、後継者

も多く就農しています。 

中根さんは昨年度から組合長を務め、来園者にリピーターと

なってもらうため、ブドウ狩りとバーベキューをセットで体験

できるよう園地を整備したり、ピザ作り体験ができるような取組を始めたりと、様々な工夫をし

ています。「組合は今年で 57 年目となる。60 年、70 年、80 年と、この地区でブドウ狩り園経営

を続けていきたい。そのためにも、現在の課題である省力化を実現し、末永くやっていける体制

を整えたい。もちろん美味しくて食べやすいブドウを安定して作ることが一番大切だけどね。」

と、１本１本の樹を大切にしながら地域とともに発展していく夢を語ってくれました。 
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種なしブドウ、食べやすいが「悩みの種」

中山間地に広がるブドウ園

この先もこの地区でブドウ狩り園を続けたい 
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